
第
二
章
　
四
獣
文
鏡

・
六
獣
文
鏡
の
出
土
例
に
つ
い
て

一

中
国
製
四
獣
文
鏡
に
は
、
縁
の
厚
い
、
半
三
角
縁
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
平
縁
に
近
い
も
の
と
、
弘
法
山
古
墳
出
土
鏡
の
よ
う
に
、
半

三
角
縁
を
呈
す
る
も
の
と
の
、
大
別
し
て
二
種
類
が
あ
る
。
前
者
は
、
四
獣
文
鏡
よ
り
も
、
二
神
三
獣
鏡
が
多
く
な
と
め
ら
れ
、
銘
帯
に
は
、

か
な
り
長
文
銘
を
も
つ
も
の
が
多
い
。
縁
が
う
す
く
、
半
三
角
縁
を
呈
す
る
鏡
群
に
は
、
四
獣
文
鏡
の
ほ
か
に
、
類
例
の
多
い
も
の
は
六
獣

文
鏡
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
鏡
群
は
、
い
ず
れ
も
三
角
縁
神
獣
鏡
と
の
直
接
的
な
関
連
を
示
す
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
文
様
表
出
の
手

法
や
、
獣
形
表
現
の
面
で
、
ま
た
、
銘
文
の
内
容
か
ら
考
慮
す
る
と
、
三
角
縁
神
獣
鏡
と
の
関
連
は
う
す
い
と
考
え
て
よ
い
。

四
獣
文
鏡
は
、
ほ
と
ん
ど
鏡
背
文
様
と
し
て
龍
虎
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
、
原
則
的
に
は
龍
虎
鏡
と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
い
が
、
龍
虎

一

対
を
鏡
背
主
文
様
と
す
る
も
の
を
龍
虎
鏡
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
き
た
か
ら
、
そ
れ
ら
２

は
区
別
し
て
お
く
方
が
よ
い
。
ま
た
、
文
様
表
現
手

法
も
、
龍
虎
鏡
は
肉
刻
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
四
獣

。
六
獣
文
鏡
の
場
合
に
は
半
肉
刻
に
よ
る
も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
区
別

は
明
確
に
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

二
弘
法
山
古
墳
出
上
の
半
三
角
縁
四
獣
文
鏡
と
類
似
す
る
例
を
挙
げ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
弘
法
山
古
墳
の
年
代
的
な
問
題
や
、
全
国
的

な
位
置
を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
み
よ
う
。
出
土
例
を
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

忠
隈
古
墳
　
福
岡
県
嘉
穂
郡
穂
波
町

丘
陵
頂
部
に
あ
る
円
墳
で
、
径
三
五
房
あ

っ
た
。
内
部
主
体
は
竪
穴
式
石
室
で
、
玉
類
な
ど
と
共
に
、
三
角
縁
波
文
帯
三
神
三
獣
鏡

一
面
、

四
獣
文
鏡

一
面
が
知
ら
れ
る
。
四
獣
文
鏡
は
直
径

一
二

。
二
韓
あ
る
。
銘
帯
が
な
い
。

（前
章
二
　
参
照
）
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第
三
章
　
四
獣
文
鏡

。
六
獣
文
鏡
の
出
土
例
に
つ
い
て

月
の
岡
古
墳
　
福
岡
県
浮
羽
郡
吉
井
町

全
長
九
五
房
の
前
方
後
円
墳
。
長
持
形
石
棺
を
収
め
た
竪
穴
式
石
室
を
内
部
主
体
と
す
る
。
玉
類

・
帯
金
具

・
刀
剣

・
甲
冑

・
馬
具
な
ど

と
共
に
四
獣
文
鏡

一
面
が
検
出
さ
れ
た
。

四
獣
文
鏡
は
、
直
径
八

・
二
鮮
あ
る
。
銘
帯
に
は

「
吾
作
明
党
□
大
石
□
長
宜
子
富
昌
」
と
あ
る
。

猫
塚
古
墳
　
香
川
県
高
松
市
石
清
尾
山

石
清
尾
山
頂
に
あ
る
双
方
中
円
形
の
積
石
塚
古
墳
で
、
中
円
部
竪
穴
式
石
室
か
ら
副
葬
品
が
検
出
さ
れ
た
。
石
釧

。
小

銅

剣

。
筒

形

銅

器

。
銅
鏃

。
鉄
鏃

。
鉄
斧

。
刀
剣
な
ど
と
共
に
、
五
面
の
鏡
が
出
土
し
て
い
る
と
い
う
。
二
面
の
内
行
花
文
鏡
は
い
ず
れ
も
舶
載
鏡
で
、　
一

面
の
倣
製
三
角
縁
三
神
三
獣
鏡
が
あ
る
。
四
獣
文
鏡
は
、
直
径

一
四
鮮
あ
る
。
ヨ
ロ
作
明
党
自
有
己
明
而
日
月
世
少
有
延
年
益

寿

今
」
と
い

う
銘
帯
が
あ
る
。
六
獣
文
鏡
は
、
四
獣
文
鏡
と
同
様
の
文
様
表
現
を
と
り
、

つ
く
り
も
酷
似
し
て
い
る
。
直
径

一
二

・
八
諺
。

銘

帯

に

は

吾
作
明
党
大
吉
宜
子
孫
」
と
あ
る
。

籠
山
古
墳
　
岡
山
県
岡
山
市
日
近

大
正
年
間
の
発
見
品
で
、
古
墳
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
伴
出
品
と
し
て
剣

・
斧

・
玉
類
が
あ
る
。
四
獣
文
鏡
は
、
直
径

一
〇

・
八
鮮
あ

る
。
銘
帯
は
あ
る
が
型
流
れ
の
た
め
判
読
し
え
な
い
と
い
う
。

蔵
王
原
遺
跡
　
広
島
県
福
山
市
千
田
町

果
樹
園
耕
作
中
に
、
円
形
石
築
遺
構
中
か
ら
土
器
片
と
共
に
採
集
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
四
獣
文
鏡
は
、
直
径

一
一
。
三
鮮
あ

っ
て
、

銘
帯
が
あ
る
。
「
□
方
爾
］党
□
大
工
青
白
宜
子
」
と
読
め
（税
。



塚
本
古
墳
　
兵
庫
県
宍
栗
郡
山
崎
町
野
村

大
正
年
間
に
出
土
し
た
も
の
で
、
古
墳
に
つ
い
て
は
、
円
墳
で
あ

っ
た
ら
し
い
こ
と
以
外
は
何
も
わ
か
ら
な
い
。
伴
出
遺
物
も
不
明
で
あ
る
。

四
獣
文
鏡
は
、
直
径

一
〇

。
九
諺
あ
る
が
、
半
分
を
欠
失
し
て
い
る
。
鋳
上
り
も
良
好
で
銘
帯
が
あ
る
。
遺
存
部
に
は

「
上
方
作
党
真
大

…
…
宣
孫
子
」
と
あ
る
。

三
ツ
塚
二
号
墳
　
兵
庫
県
竜
野
市
揖
西
町
龍
子

円
墳
に
竪
穴
式
石
室
が
あ
り
、
菱
鳳
鏡

一
面
と
四
獣
文
鏡
の
伴
出
が
知
ら
れ
る
。
四
獣
文
鏡
は
、
直
径

一
一
。
○
鮮
あ
る
。
鋳
上
り
不
鮮

明
で
、
銘
帯
ら
し
き
区
画
が
あ
る
が
銘
は
読
め
な
い
。
踏
み
返
し
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

平
縁
素
文
縁
を
も
ち
、
内
区
主
文
様
が
弘
法
山
古
墳
出
土
例
と
近
似
す
る
も
の
と
し
て
次

の
三
例
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

熊
本
山
古
墳
　
佐
賀
県
佐
賀
市
久
保
泉
町

円
墳

に
舟
形
石
棺
を
内
部
主
体
と
し
て
も
ち
、
玉
類

。
刀
剣

・
短
甲
な
ど
を
伴
出
し
た
。

四
獣
文
鏡
は
、
直
径

一
〇

・
三
韓
あ

っ
て
銘
帯
を
も
つ
。
銹

の
た
め
全
文
を
判
読
で
き
な
い
が

「

（
７
）

い
る
。

宜
子
」
と
二
字
は
判
明
し
て

節
句
山
二
号
墳
　
徳
島
県
徳
島
市
八
万
町

古
墳
の
内
容
や
伴
出
品
は
不
明
で
あ
る
が
、
四
獣
文
鏡

一
面
が
知
ら
れ
る
。
直
径

一
〇

・
七
鮮
で
、
銘
帯
に
は

「
上
方
作
党
真
大
工
長
宜

子
」
と
あ
る
と
い
う
。
前
例
、
佐
賀
県
熊
本
山
古
墳
出
土
例
に
酷
似
し
て
い
る
。
面
径
に
若
干
の
差
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
同
範
品
と
し
て

後
論
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第
三
章
　
四
獣
文
鏡

・
六
獣
文
鏡

の
出
土
例
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
００

（８
）

も

よ

い
だ

ろ
う
。

薬
師
塚
古
墳
　
群
馬
県
太
田
市
本
矢
場

前
方
後
円
墳
で
粘
土
椰
を
内
部
主
体
と
す
る
。
副
葬
品
と
し
て
玉
類

・
石
釧

・
銅
鏃

。
刀
剣
な
ど
の
ほ
か
に
六
獣
文
鏡
が
あ
る
。
直
径

一

〇

。
九
韓
で
銘
帯
が
あ
り
、
「
上
方
作
党
真
有
□
□
宜
子
□
」
と
判
読
で
き
る
。

以
上
の
二
種
三
面
は
全
体
の
造
り
に
き
わ
め
て
類
似
し
た
点
が
み
と
め
ら
れ
る
。

一
方
、
前
述
の
四
獣
文
鏡
と
、
文
様
表
出
手
法
を
同
じ
く
す
る
半
三
角
縁
の
六
獣
文
鏡
の
例
を
あ
げ
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が

あ

る
。

猫
塚
古
墳
　
香
川
県
高
松
市
石
清
尾
山

（既
述
）

中
小
田

一
号
墳
　
広
島
県
安
佐
郡
高
陽
町

古
墳
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
な
が
ら
、
六
獣
文
鏡

一
面
が
知
ら
れ
る
。
直
径

一
二

。
九
諺
で
銘
帯

を
も
つ
。
「
上
方
乍
党
□
□
工
青
龍

白
子
」
と
あ
る
。

松
本

一
号
墳
　
島
根
県
飯
石
郡
三
刀
屋
町

全
長
五
〇
房
ば
か
り
の
前
方
後
方
墳
で
、
二
基
の
粘
土
椰
が
発
見
さ
れ
た
。
第

一
主
体
か
ら
刀
子

・
剣
形
鉄
器

文
鏡
が
検
出
さ
れ
た
。
面
径

一
三

・
○
韓
あ

っ
て
銘
帯
を
も
つ
。
銘
文
は
銹
の
た
め
判
読
で
き
ず
、
わ
ず
か
に

「

字
が
判
明
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

針

玉
類
と
共
に
六
獣

孫
子
…
…
」
の
二



百
々
池
古
墳
　
」思
都
府
京
都
市
右
京
区
樫
原

丘
陵
Ｌ
に
あ
る
円
墳
で
、
内
部
主
体
は
墜
穴
式
石
本
を
も

つ
。
石
釧

・
車
輸
石

・
Ｉ
類
と
共
に
八
面

の
副
葬
鏡
が
あ

っ

神
獣
鏡
´
一面

の
ほ
か
舶
載
‥
神
…
獣
鏡

。
画
文
帯
神
獣
鏡
各

．
面
、
倣
製
‥
角
縁
神
獣
鏡

・
獣
帯
鏡

・
方
格
規
矩
文
鏡
各

獣
文
鏡
が
あ
る
。

六
獣
文
鏡
は
、
直
径

一
三

・
六
＝
あ

っ
て
銘
帯
を
も

つ
。
　
‐‐
―‐
自
有
道
青
龍
口
口
□
□
□
日
長
宜
子
□
」
と

1洗

め

るH

笹
ケ
根

一
号
墳
　
愛
知
県
名
古
屋
市
守
山
区

丘
陵
―‐
の
円
墳
で
、
粘
ｔ
椰
を
内
部
主
体
と
す
る
。
副
葬
品
は
、

ガ
子

・
斧

・
櫛
な
ど
で
、
六
獣
文
鏡
が
伴
出
し
て
い
る
。
六
獣
文

鏡
は
、
直
径

´
一
＾
・
六
鮮
で
銘
帯
に
は

一
上
方
作
党
国
人
工
子
‐

の
銘
が
み
え
る
。

中
山
三
六
号
墳
　
長
野
県
松
本
市
中
山
仁
能
田

丘
陵
Ｌ
に
あ
る
円
墳
で
、
粘
上
床
を
も

つ
木
棺
直
葬

の
可
能
性

が
強

い
。
粘

・Ｌ
床
に
接
し
て
土
器

・
六
獣
文
鏡
が
検
出
さ
れ
た
。

六
獣
文
鏡
は
、
直
径

一
三
韓

で
銘
イーー
を
も

つ
。
銘
帯
は

‐
上
方
作

党
自
有
紀
宜
□
□
」
と
読
め
る
。
（挿
図
笙

一九
）

平
縁
素
文
縁

で
、
内
区
主
文
様
が
半

三^
角
縁
六
獣
文
鏡
と
共
通

^ た
iFi   
°

と  力白
^  1文

1青i   :
ノ) 

“

l

六 縁
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第
二
章
　
四
獣
文
鏡

・
六
獣
文
鏡
の
出
土
例
に
つ
い
て

す
る
も
の
は
、
岡
山
県
赤
磐
郡
山
陽
町

・
吉
原
六
号
墳
、
群
馬
県
新
田
郡
新
田
町

・
木
崎
赤
堀
古
墳
出
土
の
二
面
が
知
ら
れ
る
。
吉
原
六
号

墳
例
に
つ
い
て
は
資
料
の
報
告
が
な
い
の
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
木
崎
赤
堀
古
墳
は
、
円
墳
で
あ

っ
た
と
伝
え
る
の
み
で
古
墳
の
内
容

は
不
明
で
あ
る
。
木
崎
赤
堀
古
墳
例
は
、
直
径

一
二

・
六
韓
で
銘
帯
が
あ
り
、
「
上
方
乍
党
真
大
工
□
左
□
□
子
」
と
読
め
る
。

注

１
　

森

貞

次

郎

「
忠

隈

古

墳

」

∩
考
古
学
年
報
』
昭
螢

一平

年
度

日
本
考
古
学
協
ｅ

、

児

島

隆

人

・
藤

田

等

「
忠

隈

一
号

墳

」

兌

島
隆
人

・
藤
田
等
編
著

『
嘉
穂
地
方
史

・
先
史
編
』
嘉
穂
地
方
史
編
纂
委

員
会
刊
）
昭
和
四
八
年

２
　

島

田

寅

次

郎

「
日

ノ

岡

。
月

ノ

岡

古

墳

」

（
『
福
岡
県
史
跡
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
生
口
書
ヒ

）

大
正

一
四
年

３
　

梅

原

末

治

『
讃

岐

高

松

石

清

尾

山

石

塚

の
研

究

』

策

都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告

〓

雨

）
昭
和
八
年

４
　
後
藤
守

一
『
漢
式
鏡
』
２
二
一頁
）
大
正
一
五
年

後
藤
守

一
『古
鏡
楽
英
』
上
篇

Ｑ
版
七
五
―
↓

昭
和
一
七
年

５
　
村
上
正
名

「備
後
芦
田
川
下
流
域
の
古
墳
群
」
（『古
代
士口備
〓
こ

昭
型
一西
年

６
　
後
藤
守

一
「帝
室
博
物
館
の
新
収
品
」
（『考
古
学
雑
誌
』
一〇
１
３

大
正
八
年

鎌
谷
木
三
次

『播
磨
出
土
漢
式
鏡
の
研
究
』
昭
和
四
九
年

７
　
佐
賀
県
教
育
委
員
会
編

『
佐
賀
県
の
遺
跡
』
昭
型
一死
年

８
　

末
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